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人が多い場所では不織布マスクにしませんか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保保健健通通信信 2022.１.２７ 第 10 号 

大阪府立長野高校  保健部 

新年あけましておめでとうございます！ 

と、いったのも束の間、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっていますね。 

大阪府でも感染者数が増え続け、いつ誰が感染してもおかしくない状況です。手洗い、

マスク、換気、健康観察など、基本的な対策を継続することはもちろん、感染する・しな

いに関わらず、自分の免疫力を下げないように強い体、気持ちづくりを心がけましょう。 

 

マスクの主な目的は、咳や会話時の飛沫の飛散や吸い込みを防ぐこと。下の図は、マスク

の種類によって予防効果が異なることを明らかにした研究結果です。 

布マスクやウレタンマスクは、快適性やファッション性を意識して出回ってきていますが、

不織布マスクに比べると、飛沫の吐き出し量や吸い込み量は多いことがわかります。（＝ウイ

ルスを人にうつしやすく、もらいやすい）「咳などの症状がひどいとき」「人の多い場所にで

かけるとき」などは不織布マスクをおすすめします。 

 

続けよう！ 

コロナによる休校が続いて

おり、今後もこの状況が続くこ

とが考えられます。引き続き、

毎朝の検温と体調チェックを

お願いします。 

３７度以上の発熱、ひどい咳、

強い倦怠感等の症状がある時

は無理をして登校せずに自宅

で様子をみるようにしてくだ

さい。 


